
30　食　物

A 58

〔(社)日本 家政 学 会

婦人の肥満と喰生活
椙ムか大家政o 弑ぷ康チ イ辣 祥，乖久事役場保健予防課 朝具幸子

食糧 が隻富になるにっ れて，成人病 と宏接に関係 する肥満 が我が因rKお, てヽも増加する

傾 向にあう。愛知 県長久手町役場のｲ呆健センターで肥満の主婦 色対 壕山 子バ て保健衛生指

導に協 力して, 朱刺 周査および指導しド ので　 その舶果を報 告する. な 凧 保健センタ-

では肥満教皇を開 札 生活 ・東養梅導 とl共 に運動 を負荷 して休皇のメ ダ 色は めヽる方法 鯛

‘･ f＼ 憾 一方，唯 事の制限（誠 カロソー雇 ）のみによる休ま減量方法 色匍験的に試みぺの
くｲﾀf せて発表″する。

方鉉：　 調査対 象μ， 長久手町の住 民検彭`で月巴炳と判 定之れに33 ～5? 才までの家庭の主

婦  21ゐ( 肥満敷 島）およびl 名( 滅カa   リー体重減 量法 ）の廸数23 名てある，方法 として，
肥満の判 定は錬 式による肥満度 およ引10  ％以上 とし，健康診断 のための詣 種の臨床検査

成雅 包参考にし穴。調査開始時には アンケート記? ，ヽ様式によろ連読3   B問の食 徊 味 状況

および生活時間調査 いf-,  な。

結果:　1 ）肥満教 皇2＼%・ 平均年々は43.2 も 肥満度の平袖は134% であ-> 乱 ヌ濠指導
と一定の還 動 色課 しre 2 ヶ月俊にはe ぷ に多少 と七体 重減少 色認めnこ（最 卸 牡;kp 減）・

2)血圧WHO  の境昇域以,上 の高本 凪老は全被検老剛 り弘 を占め/で。3）栄養摂敗量平均は， ほ
とんどt  A' -rの衆膚煮び所零量 を上 回<)バ 漣｡痕であるこY. b＼指摘 之れrs.4 ）准晶僻了は，

穀類よ 魚や蕉 肉類ヵ喋 凛量 色ヵヽなり上 回るのに対 して，乳類刎 長取量の低値が目立 丿 八

5 床養的 ぺヽラｙスen t れtKメ カロリーノ良のり による毅告老うX 人（μ 七-22才）の減量実験

では。3  T  月後に肥両度叫 ％絢oq ％（体 重8 1^沸̂ ）に,   I2銚が川7% (6･洵 減）に/fり こ。
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